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本書は、清武町船引地区で進められている県営農地保全整備事業に伴い、平成16年度事業地で実施

した坂元第 2遺跡の発掘調査報告書です。

今年度で10年 目をむかえる本事業に伴 う発掘調査では、縄文時代早期の人々が使つていた土器や石

器などをはじめ、旧石器時代から中近世までの幅広い資料が確認されました。

今後、これらの成果が、人類共有の文化遺産を後世に伝えていく一助になれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査を実施するにあたり、多大なご協力を頂きました船引地区改良区を

はじめとする地元の皆様に対 し、心より厚くお礼申し上げます。

平成 17年 3月

清武町教育委員会

教育長 神 川 孝 志



例 言

1.本書は、県営農地保全事業 (船引地区)に伴 う、坂元第2遺跡の発掘調査報告書である。

2.図面の作成は、井田篤、若杉知和 (以上実測補助

員)が行った。

3.遺物 0図 面の整理は、清武町埋蔵文化財センターにて、井田、若杉

が行つた。

4。 本書に使用 した写真は、井田、若杉が撮影を行つた。

5.本書に使用 した記号は、以下のとおりである。

SE:溝状遺構

6.本書に使用 した方位は、磁北で、レベルは海抜絶対高である。

7.基本土層等の色調は『新版 標準土色帖 (1997年 後期版)』 の土色に準拠 した。尚、本文中で使

用している土層番号は、調査区A(以下A区)については第 3図 、調査区B(以下B区)につい

ては第4図 を参照。

8。 本書の執筆 0編集は、井田、秋成雅博の協力を得て、若杉が行つた。
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第 1章 一はじめに一

第 1節 調査に至る経緯

平成 7年度より行われている清武町船引地区の県営農地保全整備事業に伴い、事業区の一部に

坂元第 2遺跡が含まれることが確認 された。遺跡の取 り扱いについて宮崎県中部農林振興局と慎

重に協議 したところ、耕作土の確保等による事業設計上の理由により、遺跡の大部分がやむを得

ず削平されることとなったため、影響を受ける範囲について発掘調査を行い、記録保存をするこ

ととなった。

調査は宮崎県中部農林振興局の委託を受け清武町教育委員会が実施 し、期間は平成 16年 7月 2

日から平成17年 1月 11日 まで、調査面積は約530ピである。

第 2節 調査の組織

調査の組織は、次の通 りである。

調査主体  清武町教育委員会

教育長        湯地 敏郎 (～平成16年 5月 )

神川 孝志 (平成16年 8月 ～)

教育次長       北岡 義郎 (～平成16年 7月 )

鐙  和俊 (平成16年 7月 ～)

社会教育課長     松元 一夫

社会教育課長補佐   平松 二郎 (～平成16年 7月 )

社会教育課文化係長  伊東 但

調査員

社会教育課主任    井田 篤

社会教育課主事    秋成 雅博

社会教育課嘱託    若杉 知和 (平成16年 4月 ～)

社会教育課嘱託    草野 美香 (平成 16年 4月 ～)
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第 3節 立地と環境
坂元第 2遺跡は清武町北西部の船引地区に所在 し、町内を北西から南東へと流れる清武川左岸、

約70mの シラス台地上に立地する。近辺には東九州自動車道建設や県営農地保全整備事業に伴い発

掘調査が行われた上ノ原遺跡、自ヶ野遺跡、滑川遺跡、山田遺跡、坂元遺跡、上猪ノ原遺跡、下

猪ノ原遺跡、などが所在 している (第 1図参照)。 これらの遺跡からは、旧石器から近世まで、幅

広い時期の遺物や遺構が確認 されているが、なかでも縄文時代早期の遺物や遺構が多数発見され

ている。

第 4節 調査の概要
本遺跡の調査では、調査進行上の都合により調査区をA・ Bの 2つ に区分けし、まず、A区の

調査を行い、次にB区の調査を行つた。

A区については、まず、重機による表土 (耕作土)の剥ぎ取 りを行つた結果、傾斜地を削平 し

て耕作が行われていたために、 3層から10層 が複雑に露出している状況であつた (第 5図参照)。

その後、 5層 (アカホヤ火山灰層)上面において縄文時代前期以降の遺物や遺構の検出作業を行つ

た結果、溝状遺構が検出されたため記録を行い、終了後、 5層 を除去 した。削平をうけていない

範囲においては、アカホヤ火山灰降下前の旧地形を復元するために 6層上面において等高線の記

録作業を行い、終了後に縄文時代早期・草創期の包含層である6層から8層 を調査 した。その結

果、遺物のみの出土で遺構は検出されなかった。 6層から8層の調査終了後、旧石器時代の包含

層である9層以下の調査を行い、A区の調査を終了した。

B区については、重機 と人力を併用 して表土を剥ぎ取つた。 B区は平坦であったため、A区に

比べると畑の造成による削平の影響は少なく、 5層が良好な状態で残っていた。表土の除去後は

A区 と同様に調査を行なった。まず、 5層上面における調査 した結果、検出されたピットの記録

作業を行い、終了後、 5層 を除去 した。次にアカホヤ降下前における旧地形を復元するために 6

層上面において等高線の記録を行い、終了後に 6層以下の調査を行なったところ、A区 と同様に

遺物のみの出土で遺構は検出されなかった。その後、旧石器時代の調査のために調査区の東側、

西側に トレンチを設定し調査を行い、B区の調査を終了した。

カラー図版 1 坂元第 2遺跡A区全景 カラー図版 2 坂元第 2遺跡 B区全景
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1.上 ノ原第 1遺跡

6白 ヶ野第 2遺跡

11滑川第 3遺跡

16上猪ノ原遺跡

21.権 現原遺跡

2上 ノ原第 2遺跡

7.白 ヶ野第 4遺跡

12山 田第 1遺跡

17札立第2遺跡

2杉 木原遺跡

3上 ノ原第 3遺跡

8白 ヶ野第 1遺跡

13山 田第 2遺跡

18札立第 1遺跡

a竹 ノ内遺跡

4.上 の原第 4遺跡

9.滑川第 1遺跡

14坂元遺跡

19下猪ノ原遺跡

Z清 武城跡

5.白 ヶ野第 3遺跡

lQ滑川第 2遺跡

聾 漿滅醸摯締

χ 園田遺跡

第 1図 坂元第 2遺跡位置図 (S=1/25000)
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第 2図 坂元第 2遺跡 周辺地形図 (S=1/2000)
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第 5節 土層について

今回、本遺跡では、谷部と平坦部の 2箇所で土層の確認を行なつたところ (第 5図参照)、 谷部

では第 3図、平坦部では第 4図 とい う異なつた堆積状況が確認 された。まず、アカホヤ火山灰層

上位に目を向けると、平坦部では表土のみが堆積 しているが、谷部ではその地形的特徴から、表

土とアカホヤ火山灰層 との間に約60c mの 厚みをもつて、黒色シル ト質ローム層 とアカホヤの二

次堆積層が堆積 していた。次にアカホヤ火山灰層の下位に目を向けると、谷部は平坦部に比べて

7層以下の堆積が厚く、特に11層 では約 2倍 もの厚みをもつていた。

1.表土 (耕作土)

2.黒色シル ト質ローム層 (10YR2/1)明褐色の粒を多量に含む

3.黒色シル ト質ローム層 (2.5YR2/1)

4.ア カホヤの二次堆積層 (7.5YR5/6)

5a.アカホヤ火山灰層 (7.5YR5/8)

5b.アカホヤ火山灰軽石層 (7.5YR5/8)

6a.黒色シル ト質ローム層 (7.5YR2/1)ア カホヤ火山灰軽石を多

量に含む やや硬質

6b.黒色シル ト質ローム層 (7.5YR2/1)6aと 同色であるが、アカ

ホヤ火山灰軽石を少量含み、自色パ ミスを多量に含む

やや硬質
5b7a.黒

褐色シル ト質ローム層(7.5YR3/1)や や硬質
6a7b.黒褐色シル ト質ローム層 (7 5YR3/1)7aと 同色であるが、褐

色の粒 白色パ ミスを少量含む やや硬質

7c.にぶい黄褐色シル ト質ローム層 褐色の粒 と自色パ ミスを

含む やや硬質

8.霧 島小林火山灰風化層 (10YR5/4)霧 島小林火山灰の小ブロッ

クを含む 硬質

9a.霧島小林火山灰層 (10YR3/3)硬質

9b.霧島小林火山灰層 (10YR/3)硬質

9c.霧 島小林火山灰層 (10YR5/3)硬 質 9bに比べ、霧島小林火山

灰層の粒が細かい 硬質

10a.暗 褐色シル ト質ローム層 (10YR3/3)霧 島小林火山灰層の粒を

含み粘性を帯びる 軟質

10b.黒褐色シル ト質ローム層 (10YR2/3)10aに 比べやや硬質で霧

島小林火山灰層の粒を少量含む

10c.に ぶい黄褐色シル ト質ローム層 (10YR4/3)やや硬質

1la.褐色シル ト質ローム層(10YR4/4)硬質

1lb.褐 色シル ト質ローム層 (10YR4‐ /6)1laに 比べわずかに明るく

姶良丹沢火山灰の粒をごく少量含む 硬質

1lc.褐 色シル ト質ローム層 (10YR4/6)1lbと 同色であるが姶良丹

沢火山灰の粒が大きい 硬質

1ld.に ぶい黄褐色シル ト質ローム層 (10YR5/4)姶 良丹沢火山灰の

小ブロックを含む 硬質

12.姶良丹沢火山灰風化層(2.5YR4/2)硬 質

13.姶良丹沢火山灰層 (2.5Y5/2)

0                 1(m)

第 3図 坂元第 2遺跡
基本土層図 ―谷部 ― (S=1/30)

第 4図 坂元第 2遺跡
基本土層図―平坦部 ―(S=1/30)
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平坦部土層
観察地点

/

点線部分は撹乱を うけている
部分を表す。
コンタラインは省略 している。

谷部土層観察地点

第 5図 坂元第 2遺跡削平状況 (S=1/300)
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第 2章 一調査について一

第 1節 アカホヤ火山灰層上面での調査

今回の調査では、遺物は出土せず、 6条の溝状遺構 (第 6図参照)と 幾つかの小 ピッ トが検出

された。溝状遺構は畑の造成による削平 と木の根やイモ穴 (種芋の貯蔵穴)の撹乱により良好な

状態で残つていなかつた。そのため、検出面での総長、幅、深 さが測定できないものに関 しては

記述 していない。

溝状遺構の概要は以下の通 りである。

■SE-1

南から北へ伸びる溝状遺構である。数ヶ所撹乱を受けてお り、良好な状態では残っていなかつ

た。検出総長8.9m 深 さ0.2mを測る。

■SE-2
SE-1と 並列する溝状遺構で、数ヶ所撹乱を受けていた。検出総長8.9m 幅0.3～0.7m 深

さ0.08mを測る。

■SE-304
2条 とも南から北へ伸びると推測 される溝状遺構である。畑の造成に伴 う削平 と撹乱によりほ

とん ど残つていなかつた。 SE-4と SE-3が 切 り合つてお り、また埋土が同質であったため

に、互いの新旧関係は不明である。尚、 SE-3の 幅は0.4～0.5m 深 さは0.09m、 sE-4の

幅は1.7mを測る。

■SE-5

畑の造成に伴 う削平及び撹乱の影響を受けたために溝の大部分が破壊 され、その形状について

は部分的に確認できるだけであつた。おそらく南から北へ伸びる溝状遺構 と推測 される。

■SE-6
南から北へ伸びる溝状遺構で、比較的良好な状態で

検出された。検出総長7.7m 幅0.5～ 0。 7m 深さ0.lm

を測る。

カラー図版 3 SE-1

カラー図版 4 SE-2 カラー図版 5 SE-3・ 4・ 5。 6
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アミフセの部分は撹乱を表す。
コンタラインは省略している。

´ SE〕

●
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第 6図 アカホヤ層上面遺構配置図(S=1/150)
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第 2節 縄文時代早期の調査
A区では、アカホヤ火山灰層上面の調査終了後、アカホヤ降下前における当遺跡の地形を復元

するため、 6層上面において等高線の記録作業を行い、終了後 6層 から8層の掘 り下げを行つた。

今回、遺物は 6層から集中して出土し、特に土器は 6層のみで出土した。観察 した結果、土器の

中には形式判別が困難な小破片があるものの、大多数が塞ノ神式土器であることが判った。 7層
の掘 り下げに入ると遺物は極端に減少 し、石鏃 2点が出土のみで、他には小礫が散在する程度で

あった。 7層 中位以下の層からは、土器や石器は出土せず、小礫 3点が検出された。

B区では、 6層 で石鏃1点 と礫が 1点、 7層で剥片 2点が出土しただけで土器は出土しなかった。

■ 縄文時代早期の出土遺物について

① 土器 (第 8図参照)

土器は合計47点出土した。塞ノ神式土器 と判別できたものは33点 でその うち19点 を資料化 し

た。 1～ 2は 口縁部である。 日唇部に連続 して刻み目を施 している。 3～ 17は胴部である。沈

線文のみを施 しているもの、縦位の撚糸文のみを施 しているもの、両者を施 しているものがあ

る。 19は頸部～月同部である。沈線文と縦位の撚糸文を施 している。 18は微隆起線文に連続亥J目

が施 してある。部位については不明である。

② 石器 (第 9図参照)

石器は合計11点出土し、そのうち 7点を資料化 した。20～ 22は 打製石鏃である。22に は基部

に快 りをいれている。使用 している石材は、20は桑ノ木津留産黒曜石、21は砂岩、22はサヌカ

イ トである。23は二次加工を施 している頁岩製の剥片である。剥片制作の際におきる縦折れが

みられる。24は頁岩製の剥片である。ポジティブ面に自然面を残す25は砂岩製の剥片である。

26は頁岩製の石核である。ポジティブ面に自然面を多く残 している。
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■      土器

△      石鏃

Θ      剥片
○      礫

ドットは焼礫を示す

……縄文時代早期包含層 小規模 削平エリア

●……縄文時代早期包含層 削平エリア

コンタラインは 6層上面のもの。尚、点線部分は撹乱を

うけている部分を表す。

0                        15(m)

第 7図 縄文時代早期遺物分布図(S=1/300)
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第 3節 旧石器時代の調査

A区では、アカホヤ火山灰層上面の調査を行なつている間、既に 9層 、10層 が露出していた調

査区の南側に 5m× 10mの 範囲を設定して トレンチ調査を行なつた。これは旧石器時代の遺物や

遺構の有無を事前に確認するためのもので、結果10層 から剥片が 4点、石核 1点、敲石 1点のほ

かに礫が数点出土した。旧石器時代の遺物を確認 したことをうけ、一旦、 トレンチ調査を終了し、

縄文時代早期の調査に移つた。

縄文時代早期の調査終了後、調査区全体の地形と先行 トレンチ調査の結果を考慮 して、旧石器

の広がりを確認するための トレンチ調査を数箇所追加 し、旧石器時代の調査範囲を決定した。そ

の後に9層 から11層 の掘 り下げを行なつたところ、10層 では礫が数点出土し、11層 では石核が 1点

出土したほかには礫が数点出土したが、何 らかのまとまりを示すような状況は確認できなかった。

B区では、縄文時代早期の調査終了後、旧石器時代の遺物・遺構の有無を確認するために、調

査区の東側 と西側にそれぞれ 6m× 3mと 6m× 6mの トレンチ調査を行なつた。東側の トレンチ

では遺物や遺構は確認 されず、西側の トレンチでも、11層 で剥片 2点 と敲石 1点が出土したのみ

であつた。その結果を考慮 して、旧石器時代の調査を終了した。

■ 旧石器時代の遺物について (第 11口 12図 27～ 36参照 )

旧石器は合計10点出土した。27は砂岩製の剥片である。28は砂岩製の調l片である。剥片制作の

際におきる縦折れがみられる。29は砂岩製の剥片である。ポジティブ面に自然面を残す。30は流

紋岩製の剥片である。ポジティブ面に自然面を残 し、側縁部に二次加工を施 している。31は流紋

岩製の剥片である。剥片の両面に黒色の付着物がみられる。32は流紋岩製の剥片である。ポジティ

ブ面に自然面を多く残す。33～ 34は砂岩製の敲石である。35は棒状の砂岩製石核である。側縁部

に数ヶ所打撃を加えている。36は砂岩製の石核である。側縁部に打撃を加えている。
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第10図  旧石器時代遺物分布図(S=1/300)
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第11図  旧石器時代遺物実測図-1-(S=2/3)
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表 1 縄 文 時代 早期 遺 物 土

報 告 書

番 号

遺 物 整

理 番 号

出 土

層 位
部 位

文 様 及 び調 整 色 調 土

備 考
外 面 内 面 外 面 内 面 石 英 長 石 砂 粒

臼縁 剖; ナ デ ナ デ
5YR5/4

にぶい赤褐

5YR7/2
明褐灰

○ 〇
〇

lmmルス
~ド

塞 ノ神 式 上器

口唇 部 に連 続 刻 み 目

口縁 割S ナ デ ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

7 5YR6/1

褐灰
○ ○

〇
lmm以 下

塞 ノ神 式 上器

日唇 部 に連 続 刻 み 目

月同手刊S

ナ デ  沈線

撚 糸 文
不 lln

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR5/3

にぶい黄橙
○

〇
2mm以 下

雲曇ノネ申テにJ二暑
=内 面 剥 落

月同部
ナデ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

5YR5/4
にぶい赤褐

7 5YR4/2

灰褐
〇

○
lmm以 下

塞 ノ神 式 上 器

胴 部 撚 糸 文 ナ デ
10YR4/2

灰黄褐

7 5YR6/1

褐灰
〇

〇
lmm"ス

~ド 塞 ノ神 式 上器

月同剖S

ナデ
撚 糸 文

ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

7 5YR7/2

明褐灰
〇

○
lmm以 下

塞 ノ神 式 土 器

月同部 撚 糸 文 ナ デ
10YR5/3

にぶい黄褐

2 5Y5/2

暗灰黄
○ ○

○
2mm以下

塞 ノ神 式 上器

月同剖S

ナデ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

10YR5/3

にぶい黄橙
〇 〇

〇
lmm以

~ド
塞 ノ神 式 上 器

沈線 文 間 に撚 糸 文

月同剖∫
ナデ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

10YR5/4

にぶい黄褐

7 5YR7/1

明褐灰
〇

○
lmmルス

~ド 塞 ノ神 式 上器

月同剖∫
ナデ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

10YR6/3

にぶい黄橙

10YR6/4

にぶい黄橙
〇

○
lmmルス

~F 塞 ノ神 式 上器

月同調ζ 撚 糸 文 ナ デ
7 5YR5/4
にぶい褐

5YR7/2
明褐灰

〇 〇
○

lmm"ス
~ド 塞 ノ神 式 上器

月同剖
`

撚 糸 文 ナ デ
5YR5/4

にぶい赤褐

2 5YR7/2

り]赤 灰
〇

〇
lmmttt~ド

塞 ノ神式」二器

内面剥落著 しし

月同剖: 撚 糸 文 ナ デ
7 5YR6/4
にぶい橙

5YR7/2
明褐灰

〇 〇
〇

l mmttt~ド
塞 ノ神 式 上器

月同枷も
ナデ  沈線

撚 糸文
ナ デ

10ヽ
′R6/4

にぶい黄橙

10YR7/1

灰 白
○ ○

○
lmmルス

~ド 塞 ノネ申デにJ二暑
=

月同剖;

ナ デ  沈線

撚 糸文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄 llb

10YR5/2

灰黄褐
〇

〇
lmm"ス

~ド
塞 ノ神 式 上器

沈線 文 間 に撚 糸 文

月同割S

ナ デ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

7 5YR5/4
にぶい褐

7 5YR7/1
り]褐 灰

○ 〇
〇

lmm以 下

塞 ノ神 式 上 器

沈線 文 間 に撚 糸 文

月同剖∫
ナデ  沈線

撚 糸文
ナ デ

7 5YR5/4
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄橙
〇

〇
Imm以 下

塞 ノネ申式 J二 器

月同剖
`

微隆起線文
の後に工具
による刻み
ロ  ナデ

ナ デ
7 5YR5/4
にぶい褐

10YR5/3

にぶい黄褐
○

〇
2mm2人 1'

塞 ノ神 式 上 器

頚 部 ～月同部
ナ デ  沈線

撚 糸 文
ナ デ

10YR5/3

にぶい黄褐

7 5YR5/4
にぶい褐

〇
〇

lmm以
~ド 塞ノネ申式J二 器

2 縄 文 時代 早刃 遺 物 表 石 器 )

報 告 書

番 号

遺 物 整

理 番 号
器   種 出 土層位 石   材 長 さ 幅 厚 さ (cm) 重 量 (g) 備 考

石 鏃 黒曜 石 (桑 ノ木 津 留 ) 1.6 1.3 0.4 0.7 先 端 欠 損

石 鏃 砂 岩 1.9 1.5 0.4 0.8

石 鏃 安「LI岩 2.4 1.4 0.5 1 先端 欠 損

二次加 工 の あ る剥 ,1 頁 岩 3.1 2.3 0.9 6.4 縦 折 れ あ り

詢l片 頁 岩 4.6 3.5 1.3 20.4

剥l片 砂 岩 6.7 4.1 1.7 30.3

石 核 頁 岩 4.3 4.4 1.5

表 3 1日 石器 時代遺物観 察表
報 告 書

番 号

遺 物 整

理番 号
暑
=    1重

出 土層 位 石   材 長 さ (cnl) 幅 厚 さ 重 fll(g) 考

剥 片 砂 岩 1.8 1.6 0.5 1.1 節 理 面 あ り

剥 片 砂 岩 1.9 2.3 0.8 4.6 縦 折 れ あ り

剥 片 砂 岩 3.5 0.8 0.8 7.4

二 次加 工 の あ る剥 月 流紋 岩 4.1 1.1 1.2 7.8

剥 片 流紋 岩 5.5 2.6 0.8 8.1 黒 色の 付 着 物 有 り

剥 片 流紋 岩 8.6 6.2 1.7 84.1

口ll石 砂 岩 4.3 2.8 2.5 41.6

口pa5 砂 岩 6.1 7.2 3.4「 192.2

石 核 砂 岩 19.6 1.8 265.9

石 核 砂 岩 12.4 10.2 4.3 685.3
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第 3章 ―まとめ―

アカホヤ層上面で検出された溝状遺構については、遺構の大部分が畑の造成に伴 う削平と木の

根やイモ穴等による撹乱を受け、良好な状態では検出されなかった。遺構の時期については、埋

土中から遺物が出上していないことなどから正確な時期を決定することはできなかった。 しかし、

同じ台地上の上猪ノ原遺跡 (第 2・ 第 3地区)、 下猪ノ原遺跡 (第 1・ 第 2地区)で検出された溝

状遺構の事例を考慮すると、おそらく中世～近世にかけて造られたものと思われる。また、遺構

の性格については、道路、排水施設、境界が考えられているが、現段階では不明である。

次に、縄文時代早期については、遺構は検出されずに遺物のみの出土であった。出土した土器

のほとんどは塞ノ神式土器であつたために、縄文時代早期のなかでも後半に該当する時期に当遺

跡で人々が生活していたと推測される。

旧石器時代については、調査区の地形と先行 トレンチ調査を考慮 して決定 した範囲のみで調査

を行なった。その結果、A区、B区共に10層 以下から遺物が数点出土したが、遺物のまとまりは

確認されなかった。

坂元第 2遺跡の調査は、船引台地上に所在する他の遺跡 (第 1図参照)に比べ、遺物や遺構の

総数が少なかった。それは、密度の濃い遺跡が集中する当台地上縁辺部ではなく、そこからやや

離れてた場所に当遺跡が立地 しているためだと推測される。

カラー図版 6坂元第 2遺跡調査風景
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モノクロ図版 1 縄文時代早期遺物写真
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モノクロ図版 2 旧石器時代遺物写真
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